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和紙の原料としてその名がよく知られているコウゾは，ク

ワ科（Moraceae）の落葉低木である。赤褐色の樹皮は繊維質
に富み，素手で小枝を折ることはできても，樹皮を引きちぎ

ることは難儀である。初夏には，紅色の長い花柱が目立つ火

の玉のような奇妙な形をした集合花を付け，夏には液質の赤

い果実がなる。果実の液には粘性があって食べると甘いが，

美味しい！とは言えない。葉は写真のように，切れ込みがい

くつも見られるものから全くないものまで変化に富んでいる。

秋には黄葉する。 
実はこのコウゾについては，「種」であるとする文献4，5）と

「雑種」であるとする文献3，6，7）がある。種であるとする新

日本植生誌5）によると，本州から沖縄の山地に分布し，雌雄

同株で，葉の大きさは 5-15cm，3-8cmであるとされる。一方，
日本の野生植物Ⅰ6）では，コウゾはヒメコウゾとカジノキの

雑種とされ，雌雄異株で，結実することは稀であると記載さ

れている。母種の 1 つであるヒメコウゾ（Broussone ia 
kazinoki Sieb.）は，雌雄同株で，葉はコウゾより小さく長
さ 4-10cm，幅は 2-5cmである
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6）。もう一方のカジノキ

（Broussone ia papyrifera (L.) Vent.）は雌雄異種で，葉裏
にはビロード状の毛が生え，大きさは 10-20cm，幅は 7-14cm
である6）。繊維を取るために古くに外国から導入され，栽培

されていたものが野生化したとする文献3，6，7）や，自生種で

あるとする文献5）がある。コウゾは結実することが稀である6，

7）とする雑種説からは，たくさん結実しているコウゾのよう

な木はヒメコウゾであると考えられる。しかし，関東地方で

は大人の手のひらほどの大きさの葉を着け，ヒメコウゾと同

様の果実をたくさん結んでいる個体を多く見かける。これら

大きな葉を着けた個体の種名に「ヒメ」と付けるのは気が引

けてしまう。またコウゾは，結実が稀であること以外はヒメ

コウゾと特徴が似ており，葉だけで区別することは難しいら

しい7）。ちなみに，ヒメコウゾをコウゾの別名とする文献1）や，

その逆を記載している文献7）もある。 
コウゾと葉の形が似ていている樹種の一つにヤマグワ

（Moru  b mbycis Koidz.）がある。ヤマグワはコウゾと同
じクワ科の落葉樹で，北海道から沖縄まで全国的に分布する

7）。コウゾとヤマグワは葉の大きさが同程度で，共に類似の

異形葉性を持つことから時として見分けが難しいが，両種の

明確な違いを把握していれば同定は用意である。筆者は主に

若枝と葉の鋸歯の大きさで同定している。コウゾの若枝は有

毛で紫褐色であるのに対し，ヤマグワは無毛で黄褐色である。

葉の鋸歯は，葉の大きさが同じ場合にはコウゾの方が細かい

（写真）。これらの点は，見慣れない人にとっては実際に並べ

て見なければ分かりにくいと思う。そこで，もっと分かりや

すい区別点を紹介する。それは冬芽である2）。コウゾの冬芽

は 2個の芽鱗（芽を包む皮）の重なり目が縦に走る（写真）。
一方，ヤマグワの冬芽に 5～6 個の芽鱗があり，それらの重
なり目は斜めで，幾重にも重なる。ただし，この点で見分け

が付くのは，冬芽が形成されている時期に限られる。 
関東の森林の土壌シードバンク中にはコウゾが多く確認で

きる。森林表土を用いて緑化したのり面では，コウゾが旺盛

に生育し，施工後 3年目に結実しているのを確認したことが
ある。また，低木林の林床では小型ながら何年間も生育し続

けている個体を目にする。林床の暗い環境において，幹を伸

ばしては枯らし，再び根元から新たな幹を伸ばすことで光環

境が良くなるのを待っているようである。これは上層部を覆

う植物が無くなった時に素早く生育するためであろう。コウ

ゾは，荒れ地における生育力と生存力の高さや，発芽から結

実までの時間の短さ，毎年大量に結実し，果実は動物の餌資

源になる点から，生物多様性保全を目指す緑化の材料として

の能力を有していると言える。古来より有用であったこの種

には，緑化材料としての新たな価値が秘められている。 
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ヤマグワの枝 色は黄褐色。 

コウゾの枝 色は紫褐色。ヤマグ

ワよりも滑らかな感じ。 

鋸歯の拡大写真 

コウゾの方がヤマグ

ワよりも鋸歯が細か

い。 

コウゾとヤマグワの葉 

同じような大きさと形の葉を上

下に並べてみた。 

 

コウゾとヤマグワの冬芽

コウゾは芽鱗 2 枚が枝と

水平に重なる。ヤマグワ

は芽鱗 5、6枚が斜め向き

に重なる。 

コウゾが群生する斜面 

時期は 10 月。黄葉している葉

も見られる。 コウゾの枝 

異形葉が互生に

並ぶ。ジグザグ

に折れながら伸

びる。 

 

コウゾの樹液 枝を折ったり

葉をちぎると白い樹液が出

る。これはヤマグワも同じ。 

 


